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2022 年度 学術講演会  
対話の時代に向けて 

愛知県立大学は、地域社会への貢献や生涯学習に向けた取り組みの一つとして、

これまでに蓄積された研究成果を広く社会に還元するため、以下のとおり学術講演

会を開催いたします。オンライン開催となります。ぜひ多くの方に参加いただきた

く、貴社でお取り上げくださいますようお願い申し上げます。 

  

【題 目】2022 年度学術講演会「対話の時代に向けて」 

【講 師】平田 オリザ 氏（劇作家・演出家、芸術文化観光専門職大学学長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】2022 年 4 月 17 日（日）13：30～15：00 

【開催方法】オンライン（Zoom ウェビナー） 

【参加費】無料 

 

愛知県立大学の 2022 年度前期教養教育科目「県大エッセンシャル」の一部を公開

する形で開催します。 

 

インターネット環境がないなど、自宅でのオンライン視聴が困難な方のため

に、大学内にオンライン講演会の視聴会場を設けます。（先着 100 名） 

※大きな教室のスクリーンで Zoom 視聴をしていただきます。 

 

【参加申込】愛知県立大学地域連携センターWEB サイト 

（https://www.bur.aichi-pu.ac.jp/renkei/koza/0011161.html） 

にアクセスし、申込フォームに情報をご入力ください。 

 

【取材申込】研究支援・地域連携課までご連絡ください。 

（メール：renkei@bur.aichi-pu.ac.jp） 

【主  催】 愛知県立大学 

令和 4 年 3 月 2 日（水） 

愛知県公立大学法人 愛知県立大学 

担当 学術情報部 研究支援・地域連携課 

上嶋 

電話 0561－76－8843 

E-mail  renkei@bur.aichi-pu.ac.jp 

教育の分野でも一般社会でも「対話」「異文化理解」という言葉が多く使われる

ようになっている。本講座では、その本質的な意味を演劇的な視点から問い直

し、さらにそれを教育の中でいかに身につけていくかを考察する。シンパシー

（同情）からエンパシー（共感）へ、求められるコミュニケーションの変化に

ついても分析する。また、コミュニケーションを場づくりの視点から検討する

「コミュニケーションデザイン」の考え方を紹介し、その実践例を示す。日本

語や日本社会が抱える「対話」についての問題点を指摘し、最後に、コロナ禍

あるいは、コロナ禍後の対話の課題を示したいと思う。  
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詳しい申込方法は
裏面をご覧ください。

2022年度
学術講演会

対面式の会場は本学の教員・学生のみとなります。
学外者向けに視聴会場を設けます。

※教室のスクリーンを使って、オンライン講演会をご視聴いただきます。

Ｚｏ
ｏ
ｍ
ウェ
ビ
ナ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

参
加
費
無
料

師

講



愛知県立大学 学術情報部 研究支援・地域連携課　〒480-1198 愛知県長久手市茨ケ廻間1522番3　メール：renkei@bur.aichi-pu.ac.jp

申込方法

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学外者につきましてはオンラ
イン参加のみとなりますが、大学内にオンライン中継を視聴いただける会場
を設けます。（先着100名）
　大きな教室のスクリーンでご覧いただくことになります。学内駐車場もご利
用いただけます。皆様のお申込みをお待ちしております。

本学学生の申込方法は、学内掲示・UNIVERSAL PASSPORTの掲示を確認してください。

地域連携センターWEBサイトにアクセスし、
学術講演会のページからお申込みください。
https://www.bur.aichi-pu.ac.jp/renkei/index.html

ＷＥＢサイトからの申し込み

【大学の視聴会場に参加される方へ】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、常時換気、座席距離の確保などの対策をとります。皆様には、マスク着用・手指
消毒にご協力いただき、体調がすぐれない場合は参加をご遠慮いただきますようお願い申し上げます。

以下の「氏名・フリガナ・FAX番号・電話番号」を記載のうえ、
この用紙をFAXにて送信してください。
受付完了後、会場等のご連絡をいたします。

FAXからの申し込み

FAX番号 ０５６１-６４-１１０４

※オンライン参加の方はＷＥＢサイトからお申込みください。
※FAXがご利用いただけない場合は、お電話でお問合せください。（0561-76-8843）

電話番号

FAX番号

氏 名

フリガナ


